
　７月31日に開催された左記コンクール小学生の部に
おいて金賞の成績を収めました。
　父母会長の西村ちひろさんは「五所川原から来たこ
とをＰＲしつつ、演奏を披露したい」と意気込みを話
しました。

　７月29日に開催された第64回県吹奏楽コンクール中
学校小編成の部において金賞の成績を収めました。
　部長の三橋美緒さん（３年）は「県代表の誇りを持っ
て、今できる演奏を精一杯やりたい」と笑顔で話しま
した。

　第65回東北吹奏楽コンクール(福島県)の出場にあたり、金木中学校吹奏楽部、西北ジュニアウインドブラスの
皆さんが８月29日、市長を表敬訪問しました。

　サラさんは「子どもたちと一緒に楽しく英語を勉強
し、日本の文化も学びたい」、ジーナさんは「米国の
文化を伝えるので、子どもたちから日本の文化を教わ
りたい」、ロスさんは「英語を教えることに、とても
わくわくしている。子どもたちと一緒に楽しみたい」
と話しました。

　新たにＡＬＴとして教育委員会に配属となり、市内
小・中学校で英語を指導する米国出身の３名の先生が
着任のあいさつのため、７月27日にキング・サラさん
（モンタナ州）、ケック・ジーナ・ローズさん（インデ
ィアナ州）が、８月29日にシャモハマッド・ロス・ハ
リソンさん（フロリダ州）が市長を訪問しました。

　旧暦８月１日の朔日山（ついたちやま）に合わせて８
月27日、脇元お山参詣が行われました。

　脇元お山参詣保存会の関係者や高校合格祈願を兼ね
て参加した市浦中学校の３年生７人が、洗磯崎神社か
ら「サイギ、サイギ」の声を響かせながら、靄山（も
ややま）山頂の脇元岩木山神社を目指しました。
　学級会長の小笠原稜基さんは「初めて参加して疲れ
たが、山頂まで登ってやり遂げた。体調に気を付けな
がら、勉学に励みたい」と抱負を話しました。
　保存会の葛西達也事務局長は「26日の宵山では、３
年ぶりに脇元子馬（こま）踊りが復活し、小・中学生の
踊りに地域の方も喜んでいた。今後も地域の伝統文化
の継承に努めていきたい」と話しました。

吹奏楽で東北大会出場へ

金木中学校吹奏楽部 西北ジュニアウインドブラス

ＡＬＴ(外国語指導助手)　着任のあいさつに

着任したサラさん（左）、ジーナさん（中央） 着任したロスさん（右）

サイギサイギの秋祭り　脇元お山参詣

地区を練り歩く参加者
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